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災害への備えを提起 !

ご あ い さ つ

【議員活動10年目を迎えて】
　早いもので2009年の長岡京市議会議員選挙に初当

選して以来、市議として５年、府議として５年、合

わせて10年間議員として活動することができました。

初当選時は31歳と、右も左も分かっていない私を時

に優しく、時に厳しく、そしていつも力強くお支え

頂いている皆様のお陰と心から御礼申し上げます。

　中でも、就職氷河期世代を中心とした脱ひきこも

り支援や地籍調査によるまちづくりの推進が大きく

進展したことは、継続的に取り組んできた者として

大変嬉しくやりがい感じております。

　これからも乙訓地域のまちづくり課題と共に、障

がい者の就労支援や独居高齢者の孤立防止などを通

した、つながり合える喜びを実感できる共生社会の

実現を政治理念と活動して参ります。

　働く者・納税者・生活者の視点に立ちながら、京

都府並びに長岡京・大山崎の更なる発展に向けて尽

力して参りますので、どうか堤じゅん太の政策・活

動にご注目くださいますようお願い申し上げます。

　９月11日～11月６日迄の57日間に渡って京都府議
会９月定例会が実施されました。９月定例会では前年
度の決算審査が行われ、歳出総額8,727億4,448万円
の決算が認定されました。
　平成30年度には大阪北部地震や台風21号、７月豪
雨の記録的な大雨災害などが発生しました。書面審査
の中で、府民の生命・身体・財産を守る観点から適切な
事務執行について確認しました。特に、西山に未だに残
されている風倒木の撤去や、災害時の避難行動タイム
ラインの作成等を要望し、決算を通じながら災害への
備えを提起しました。

　この10年間、児童虐

防止や待機児童解消を

始めとする子育て支援、

学校教育の充実、災害

防止対策、中小企業の

活力づくりなど多岐に

渡る政策を提案して参

りました。

　また、議会の会期中にも台風15号・19号が関東地方
に多大な被害をもたらしました。京都府も警察・消防を
含め300名を超える(11月6日現在)の職員を被災地へ
派遣すると共に、急遽5,500万円の追加補正予算を組
み復興支援に取り組んでいます。
　災害はいつ発生する
か分かりません。人命を
第一に考えた安心・安全
な京都府づくりに向けて
これからも防災・減災政
策を提案して参ります。

9月定例会と平成30年度決算報告
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堤じゅん太活動報告

▲８月５日 鴨川納涼で熊本県人会の方と ▲９月６日　京都刑務所の視察 ▲９月７日　出前高校生議会

▲10 月 21 日 地域課題の聞き取り調査▲10 月 4 日 議員活動 10 周年記念パーティー▲９月１６日　敬老会であいさつ

〒617-0823　京都府長岡京市長岡 2丁目 2-9 小池マンション南棟１-A

TEL：075-323-7890　 FAX:075-323-7430 　E-mail:info@t-junta.com

堤じゅん太プロフィール

ご相談はお気軽に　　　　　　　　まで堤じゅん太事務所堤じゅん太事務所

1978 年 6 月 25 日生まれ

京都大学 総合人間学部 自然環境学科 卒業

長岡京市の民間企業 勤務

2009 年 長岡京市議会議員 初当選

2015 年 京都府議会議員選挙初当選より現在２期目

　・府民環境・厚生常任委員会

　・持続可能な地域社会に関する特別委員会 所属

趣味：料理・旅行・茶道・謡
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　政治の一番重要な仕事は、社会を
健全な状態で次世代に引き継ぐこと
だと考えています。
　その為に、教育の充実を重視して
います。しかし学校教育だけで自立
した社会人となることはできません。
様々な挑戦をして成功体験を積み、
あるいは失敗をバネにしてして成長
する必要があります。
　次世代育成のためにも、チャンス
を求めている若い世代が様々な事に
チャレンジできる環境を整えていき
たいと思います。
　その一端として堤じゅん太事務所
では、春と夏の２回に２ヶ月づつ学
生インターンを受け入れています。

次世代 育成についての


